
カルテ入力画面に新たに治療歴ウィンドウを追加して、過去5年間の処置項目を表示できる
ように致しました。

患者情報エリアの移動、【取消】、【確定】/【患者終了】ボタンの拡大と移動
上記対応に伴い、患者情報エリア(選択患者欄/保険情報欄/担当医欄等)を下部に移動しました。
また【取消】、【確定】/【患者終了】ボタンを拡大し下部に移動しました。
※窓口バージョンはその下に表示されます。

 ⑦「ユーザーメンテナンス　メインメニュー」画面に戻り【終了】をクリック
 ⑧「終了します。よろしいですか？」と表示されるので【はい】をクリック

 ⑥「編集したデータを保存しますか？」と表示されるので【はい】をクリック

治療歴ウィンドウを使用したい場合は、下記のユーザー仕様の設定が必要です。

◆ ユーザー仕様No.4002「ワイド画面の治療歴表示」 → “1：対応する”

＜ユーザー仕様設定手順＞

 ①メインメニューにて【メンテナンス】→【マスタメンテナンス】をクリック

 ②「対象年月入力画面」が表示されますので、対象年月をクリック

 ③「ユーザーメンテナンス　メインメニュー」画面にて【ユーザー仕様設定】をクリック

 ④上記ユーザー仕様を“ 1：対応する”に設定し【確定】をクリック

 ⑤「ユーザー仕様設定メンテナンス」画面に戻り【確定】をクリック

治療歴ウィンドウについて

治療歴ウィンドウの表示

過去5年間の治療歴を表示します。
※詳細は次ページへ

ボタンエリアにあった【取消】、

【確定】/【患者終了】を削除しました。

治療歴ウィンドウはワイドモニター(右図)をお使いの

お客様のみ使用可能です。

【履歴更新】

治療歴を患者単位で更新します。

・拡大画面(大)に設定した場合、治療歴ウィンドウ/【履歴更新】は表示されません。

・ユーザー仕様No.1032「口腔即時表示の埋込表示設定」→“1：する”に設定している場合、口腔即時表示画

面は表示されません。

（例）

※ワイドモニター：横長の画面
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※「履歴区分」・・・タブの位置(次ページ参照)

初期設定について

治療歴ウィンドウ説明

治療歴タブ 治療歴表示エリア

お客様にて設定したタブ名称が表示されます。
※半角10文字まで設定可能
※タブは最大10個まで追加可能

過去5年間の患者さんの治療歴(日付・部位・病名・
処置)が表示されます。
※処置項目はメンテナンス可能

以下のタブ/処置項目が初期値として設定されています。※変更したい場合は次ページ参照してください。

履歴区分 タブ名称 処置項目
1 【義歯】 新製義歯管理料など40項目
2 【歯周】 歯周検査、スケーリングなど117項目
3 【補管】 補管、ブリッジなど61項目
4 【充填】 充填など36項目
5 【レントゲン】 パノラマ、デンタルなど51項目

初回の治療歴ウィドウについて　～【履歴更新】ボタン～

前ページのユーザー仕様変更後、カルテ入力画面を起動すると治療歴ウィンドウは空
欄で表示されますので、【履歴更新】ボタンを押してください。※空欄で表示される
のは初回のみです。

＜【履歴更新】手順＞
 ①【履歴更新】をクリックします。 ②履歴が表示されます。

※患者さんのデータ量により、履歴表示までお時
間がかかる場合があります。

現在

過去

空欄

Ⓒ Hitachi Medical Computer Systems, Inc.2017, All rights reserved. 11



タブの位置を設定します。01～10まで設定可能 治療歴ウィンドウのメンテナンスを開始します。

メンテナンス画面：“治療歴表示対象項目設定”について

治療歴に表示する処置項目を編集したい場合は、ユーザーメンテナンスメインメニュー画面
の【その他】→“治療歴表示対象項目設定”にて変更します。

治療歴表示対象項目設定　画面説明

履歴区分 【設定開始】

区分名称 【終了】

「治療歴表示対象項目設定」画面を終了します。

【取消】

「履歴区分」「区分名称」には以下が初期設定
されています。

編集した処置項目を取り消します。

治療歴ウィンドウのタブ名称をこちらで設定しま
す。※半角10文字まで設定可能

　　にて指定した処置項目が表示されます。履歴
を表示したい項目にクリックでチェックします。
※廃止された処置項目を含む過去5年間のすべ
ての処置項目が表示されます。

・「大分類」にて“名称検索”を選択した場
合、「名称検索」欄が表示されます。処置項目
を検索したい場合は、名称入力し【検索】をク
リックしてください。

表示対象項目エリア

　　にてチェックをつけた処置項目が表示されま
す。※最大200項目まで登録可能です。

01：義歯　02：歯周　03：補管
04：充填　05：レントゲン

【確定】

編集した処置項目を登録します。

対象項目選択 処置項目表示エリア

「大分類」「小分類」の【▼】をクリックして処置項
目・登録薬剤を指定します。

・「大分類」にて“登録薬剤”を選択した場
合、「小分類」には“ＡＬＬ薬剤”のみが表示
されます。
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治療歴画面　メンテナンス手順

例）【義歯】タブに“有床義歯レジン床(12～14歯)”を追加/削除する

1

2 「治療歴表示対象項目設定」画面が表示さ
れます。「履歴区分」を入力すると「区分名
称」が自動で表示されます。【設定開始】をク
リックします。

メインメニューにて【メンテナンス】→【マスタ
メンテナンス】→「対象年月入力画面」にて
対象年月をクリックします。

ユーザーメンテナンスメインメニュー画面に
て画面左上の 【その他】→“治療歴表示対
象項目設定”をクリックします。

「大分類」にて“名称検索”を選択すると、「名称
検索」欄が表示さます。

「名称検索」欄に名称を入力し、【検索】をクリックすると処
置項目表示エリアに検索結果が表示されます。

(この場合は「履歴区分」に「1」と入力すると「区分名称」に
「義歯」と表示されるのでそのまま、【設定開始】をクリック)

3 表示対象項目エリアに現在登録されている
処置項目が表示されます。

「対象項目選択」にて「大分類」「小分類」の
【▼】をクリックし、それぞれ指定します。

この場合は下記の通り入力します。
・「大分類」にて“義歯”を選択
・「小分類」にて“PD set”を選択

■「大分類」の“名称検索”にて処置項目を検索することができます。

■薬剤マスタに登録されている薬剤を選択することができます。
　「大分類」にて“登録薬剤”を指定→「小分類」にて“ＡＬＬ薬剤”を指定すると、薬剤マスタに登録されている
　 薬剤が処置項目表示エリアに表示されますので、選択してください。

クリック

クリック
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削除したい処置項目をクリックしチェックを外します。
チェックを外した処置項目は、表示対象項目エリアに「******」と表示されます。

表示対象項目エリアにて、削除したい処置項目を選択し
てキーボードの「Delete」を押しても削除することが可
能です。

5 【確定】をクリックします。

「今回選択した内容を登録します。よろしい
ですか？」と表示されますので、【はい】をク
リックします。

4 処置項目表示エリアに 3  にて指定した処置項目が表示されます。

＜追加したい項目がある場合＞
追加したい処置項目をクリックしチェックを付けます。
チェックを付けた処置項目が、表示対象項目エリアの最終行に追加されます。

表示対象項目が200件を超えた場合、右図のメッ
セージが表示されますので、【OK】をクリックして
ください。

＜削除したい項目がある場合＞

クリック
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③処置項目表示エリアに ② にて指定した処置項目が表示されます。
　履歴を表示したい処置項目にチェックを入れて【確定】をクリックします。

④「今回選択した内容を登録します。よろしいですか？」と表示されますので、【はい】をクリックします。
⑤【終了】をクリックします。「項目設定処理を終了します。よろしいですか？」と表示されますので、
   【はい】をクリックします。ユーザーメンテナンスメインメニュー画面に戻ります。

※右図の通り、治療歴ウィンドウにタブが追加されます。

6 【終了】をクリックします。

「項目設定処理を終了します。よろしいです
か？」と表示されますので、【はい】をクリック
します。
ユーザーメンテナンスメインメニュー画面に
戻ります。

＜治療歴ウィンドウにタブを新規追加したい場合＞

①「治療歴表示対象項目設定」画面の「履歴区分」にて番号、「区分名称」に名称を入力し、【設定開始】をクリックします。
　(この場合は、「履歴区分」に「6」、「区分名称」に「指導料」と入力)

「履歴区分」には「6」以降を入力してくださ
い。※「1」～「5」は初期設定済みのため。

②未登録の処置項目表示エリア/表示対象項目エリアが表示されますので、「大分類」「小分類」の【▼】をクリックして
　対象項目選択をそれぞれ指定します。

クリック

クリック

クリック

クリック
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治療歴ウィンドウの自動更新とバックアップについて

業務終了時のバックアップ処理に、治療歴ウィンドウのバックアップを追加しました。
※治療歴ウィンドウの更新は、メインメニューの【バックアップ後シャットダウン】をク
リックすることで自動更新されます。

メインメニューの【バックアップ後シャットダウン】をクリックすると、
「治療歴表示データ作成中」と表示され、治療歴ウィンドウが自動更新され
ます。

治療歴ウィンドウの下にある【履歴更新】をクリックした場合、5年分の治療歴が再作成されます。

治療歴表示データ作成中
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